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Ａ社における（平成 18 度）の個人情報データの取扱い件数の傾向

平成 18年度中に、Ａ社の各部門にて取り扱った個人情報データの件数に関して、その概要を報
告する。また、各部門におけるここ数年の個人情報データの取扱い件数の推移の分析を実施し、そ
の傾向を報告する。

１．個人情報データの取扱い件数の推移について 
平成 18年度の 1年間にＡ社で取り扱った個人情報データの件数は全部門で 360件となり、平成

17年度の 315件に比較して、約 15%増加している。これに対し平成 17年度までの取扱い件数は、
ほぼ 300件前後の推移を繰り返している。 

又、各部門別のここ 3年間の個人情報データの取扱い件数について、受注先より取扱注意の指定
を受けたものを注意案件として以下に示す。注意案件については、平成 18 年度は 178 件となり、
平成 17年度の 157件に比較して 21件の増加となる。 

表―１ 各部門の個人情報データの取扱い件数（平成 16～18年度） 

営業部 開発部 コンサル部
年度 

取扱い件数 注意案件 取扱い件数 注意案件 取扱い件数 注意案件 

18年度 190件 55件 122件 80件 48件 43件 

17年度 175件 50件 99件 70件 41件 37件 

16年度 186件 55件 105件 74件 40件 38件 

表―2 年度別の個人情報データの取扱い件数（平成 10～18年度）

年度 10 11 12 13 14 15 16 17 18

総件数 305 311 277 289 312 320 331 315 360

累計 305 616 893 1182 1494 1814 2145 2460 2820

Ａ社における（平成 19 年度）の個人情報データの取扱い件数の傾向と注意点

平成 19年度中に、Ａ社の各部門にて取り扱った個人情報データの件数に関して、その概要を報
告する。また、各部門におけるここ数年の個人情報データの取扱い件数の推移の分析を実施し、そ
の傾向と注意点を取りまとめたので報告する。
 
１．個人情報データの取扱い件数の推移について 
平成 19年度の 1年間にＡ社で取り扱った個人情報データの件数は全部門で 455件となり、平成

18年度の 360件に比較して、約 26%程度増加している。これに対し平成 18年度までの取扱い件数
は、平成 18年度に若干の増加傾向はあるもののほぼ 300件前後の推移を繰り返している。 
又、各部門別のここ 3年間の個人情報データの取扱い件数について、受注先より取扱注意の指定

を受けたものを注意案件として以下に示す。注意案件については、平成 19年度は 277件となり、 
平成 18年度の 178件に比較して 99件の増加となり、取扱い件数の増加分（455件と 360件の差分
95件）とほぼ一致している。 
以上の点から、平成 19 年度の取扱い件数の増加は平成 18 年度 10 月に取得したプライバシーマ

ークの受注効果の影響によるものと考えられる。 

表―１ 各部門の個人情報データの取扱い件数（平成 17～19年度） 

営業部 開発部 コンサル部 
年度 

取扱い件数 注意案件 取扱い件数 注意案件 取扱い件数 注意案件 

19年度 253件 112件 147件 120件 55件 45件 

18年度 190件 55件 122件 80件 48件 43件 

17年度 175件 50件 99件 70件 41件 3件 

表―2 年度別の個人情報データの取扱い件数（平成 10～19年度）

年度 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

総件数 305 311 277 289 312 320 331 315 360 455

累計 305 616 893 1182 1494 1814 2145 2460 2820 3275

PDF PDF
変更後文章元文章

比較

 文章比較 Helper の基本機能

表の混在した文章の

e

！

元文章から文言が変更された
ものは青地に赤色表示

元文章に追加・削除されたものは
黄色地に青色表示

一致する
部分は黒で表示

PDF オートコンペアの基本機能

PDF

一致部分と相違部分を色分けして

PDF ファイルへ表示

ＮＥＣ ネクサソリューションズ株式会社 様

導入事例

会社名

所在地

従業員数

URL

ＮＥＣネクサソリューションズ株式会社

〒105-8540

東京都港区芝三丁目23番1号　セレスティン芝三井ビル

1,900名(2023年7月1日現在)

https://www.nec-nexs.com/

人にやさしく省力化を推進「 」

情報使用製品

StudyCase

情報ユーザ様

〒210-0007
神奈川県川崎市川崎区駅前本町 3-1  NMF 川崎東口ビル８F
TEL：044-211-9332　FAX：044-211-9331

https://www.iothe.co.jp/
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当社比較製品ご利用のお客様においての利用機会拡大と

品質向上を達成した事例のご紹介です。



導入後導入前

比較製品のテストに最適な機能こんな場面でご利用頂いております

帳票A 帳票 B

サービスインテグレータであるNECネクサソリューションズ様では、
数多く新規システムの構築、既存顧客のマイグレーションなどを
行っています。

画面・出力帳票のチェックにおいて、当社製品をご利用頂いており
ますが、より広く効率的に利用をご検討頂き「Web比較システム」を
ご採用頂きました。

担当様においては、自席や在宅時はリモート接続しブラウザにて
処理できる為、どこでも同じ作業が効率的にできるようになりました。

Web比較システムは、イントラ環境のサーバに構築し、ユーザ別に
ログインを行い、各プロジェクト担当が自分のタイミングにてブラウザ
から比較処理のエントリーを行います。

比較処理においては、図面(画像)比較、文章(テキスト)比較ができ、
各種デジタルデータにおいての変更点確認がスムーズにできます。

比較作業においては、経験年数なども関係なく属人化しないので、
だれでも簡単に利用できます。

比較結果もエビデンスとなりますので、品質向上に寄与致します。

・比較のエントリーはブラウザから可能

確認に多くの人と
時間がかかる

全て目検で処理
ヒューマンエラー
は避けたい

データ移行時の確認や、帳票レイアウト変更時の確認など活用範囲
も広がってきております。

複数のプロジェクトで同時に利用可能 ( 個人毎にログインしており、
他のプロジェクトのものは基本的に見えない設定としております。)

比較処理時は、処理はサーバで行われる為、別の作業は自分の PC
でスムーズに行うことができます。




